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[緒言]フォトリフラクティブ（PR）ポリマー開発ではキャリアトラップの制御が課題となっ

ている。高速応答材料（高移動度ポリマー）では本質的にトラップが少なくなるため特に重

要となる。本研究では、光導電性オリゴマーと絶縁性ポリマーのブレンド材料について検討

した。一定割合で導入した光導電性オリゴマーにおいて分子量が及ぼすキャリアトラッピ

ングへの影響を調べた。また、光導電性の基礎的な特性（キャリア移動度、電荷発生量子効

率、イオン化ポテンシャル）も調べた。 

[実験]ブレンドポリマーの組成はホール輸送性トリア

リールアミンオリゴマーPTAA5 (60 wt.%)、絶縁性ポ

リマーAPC (28 wt.%)、可塑剤 DEHP (10 wt.%)、電

荷発生剤 PCBM (2 wt.%)とした（Fig. 1）。PTAA5と

して分子量が異なる PTAA5#13 (Mn: 2000) と

PTAA5#14 (Mn: 1000)のほか、モノマー（TAA-1）を

使用した。全成分をクロロベンゼンに溶解後、真空乾

燥させて得た光学的に均質なブレンドポリマーにつ

いて、過渡光電流測定、Time-of-flight測定、大気中光

電子分光測定を実施した。 

[結果と考察]Figure 2 は過渡光電流測定の結果であ

る。0 sで励起光を照射し始め、5 sの間、光電流の変

化を測定した。5#13 ブレンドでは照射後 4 秒で定常

値を示した。一方で、5#14では、0.6 s辺りから徐々

に減少し始めた。光キャリアが深い準位にトラップさ

れたと考えられる。TAA-1では、より早い光電流の減

少開始と大きな減少率が確認された。光導電性オリゴ

マーの分子量の減少によってキャリアトラッピング

が強化されることが分かった。また、5#13、5#14 ブ

レンドは、いずれも可視域で透明な材料としては比較

的高い移動度（9.3 X 10-4、1.9 X 10-4 cm2/Vs）を示す

ことを確認した（印加電界 30 V/m）。 
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Figure 1 PTAA5と APCの分

子構造 

 

Figure 2 過渡光電流の時間変

化（励起光（波長 640 nm）強度

は PTAA5 ブ レ ン ド で 29 

mW/cm2、TAA-1ブレンドで 41 

mW/cm2） 
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